
0、 仲町小ではどんな対策をしていますか ?
A、 普段から毎朝健康観察を行い、1時間目が始まる前に出欠状況を把握しています。欠席が多いク
ラスや、心配な状況がある場合は、養護教諭が健康観察に行つたり、クラス全員に検温し、体調
が悪い子は早めにお家の方に引き取りをお願いしています。
現在休み時間には保健委員会の児童が、手洗いやうがい、空気の入れ替えの呼びかけを行つてい

ます6加湿器の使用 (台数に限りがあるのですが)や濡れたバスタオルを窓枠等にかけて湿度の
管理をしています。また、泡状の薬用ソープや指手消毒薬などを学級で管理し、手洗いや手の清
潔等には特に気をつけるようにしています。

流行がみられる時期は、朝会や集会の際、欠席の多いクラスや学年を教室に待機させたり、児童
の交流をできるだけ避けるような対応を考えます。

0、 この先の流行の見通 しは?
A、先週は4年生が心配な状況が続いていました。低学年にはほとんど流行がみられませんでしたが、
急に 2年 2組の欠席が増え、また 2年 4組の欠席者も多くなつています。練馬区内の状況をみて
も、学年開鎖などで、「児童の半数がいないJという学校もあるようです。仲町小ではA型とB型
が混在して流行しています。「一度学級閉鎖になつたから」「一回インフルエンザになつたから」
大文夫ということはありません。今後も油断しないようにお願いします。

「インフルエンザ出席停止期間の基準」早見表

虚晴鬱管靱鶴環掘鰍』曙班霧霧欝為:隷限嚇発症した日からかぞえると、6日 間の出席停止が必要と

停止日が延期されていきます。

出席停止の期間中は、家庭で安静に過こしましよう。


